
サ
ク
ラ
が
満
開
の
４
月
中
ご
ろ
、

市
内
新
（
し
む
ら
・
豊
栄
地
区
）
で

修
復
さ
れ
た
掛
軸
（
か
け
じ
く
）
に

魂
を
入
れ
る
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
集
ま
っ
た
の
は
集
落
の
女

性
た
ち
で
、
毎
月
１５
日
に
集
会
所
で

お
経
を
あ
げ
歓
談
す
る
仲
間
た
ち
で

す
。
女
性
に
よ
る
講
（
こ
う
・
信
仰

集
団
）
は
安
産
・
子
授
け
・
子
育
て

な
ど
を
願
う「
子
安
講
」が
中
心
で
、

カ
ミ
や
ホ
ト
ケ
の
縁
日
に
あ
た
る
十

三
日
、
十
五
日
、
十
九
日
、
二
十
三

日
な
ど
に
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
「
ジ

ュ
ウ
ク
ヤ
講
」「
オ
サ
ン
ヤ
サ
マ
」
な

ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
新
地
区
で

は
集
会
所
が
で
き
る
ま
で
は
、
地
区

内
の
当
番
の
家
を
め
ぐ
っ

て
行
わ
れ
て
い
た
そ
う
で

す
。修

復
さ
れ
た
４
幅
の
う

ち
、
２
幅
は
如
意
輪
観
音

（
に
ょ
い
り
ん
か
ん
の
ん
）

像
が
描
か
れ
、
こ
れ
は
ホ

ト
ケ（
仏
・
仏
像
）で
す
。

子
安
信
仰
さ
れ
る
ホ
ト
ケ

に
は
、
子
安
観
音
や
地
蔵

菩
薩
（
じ
ぞ
う
ぼ
さ
つ
）、

薬
師
如
来
（
や
く
し
に
ょ

ら
い
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ほ
か
の
２
幅
は
鬼
子
母
神

（
き
し
も
じ
ん
）
と
コ
ノ

ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ

ト
と
い
う
子
安
神
社
の
カ

ミ（
神
・
神
様
）で
し
た
。

い
ず
れ
も
美
し
い
天
女
の

す
が
た
を
し
て
い
る
こ
と

か
ら
安
産
・
子
育
て
の
カ

ミ
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い

ま
す
。

新
地
区
に
は
、
１
７
７
７
（
安
永

６
）
年
に
ま
つ
ら
れ
た
石
造
り
の
如

意
輪
観
音
像
や
年
代
は
不
明
な
が
ら

ム
ラ
の
女
性
集
団
「
女
人
中
」
に
よ

っ
て
立
て
ら
れ
た
石
造
仏
が
あ
り
、

２
０
０
年
も
前
か
ら
女
性
た
ち
の
信

仰
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
４
幅
の
う
ち
注
目
し
た
い
の

が
、
楽
満
寺
（
ら
く
ま
ん
じ
・
成
田

市
中
里
）
の
如
意
輪
観
音
で
す
。
寺

の
縁
起
（
え
ん
ぎ
・
由
緒
等
）
に
よ

る
と
、
こ
の
像
は
奈
良
仏
師
の
作
で

鎌
倉
時
代
に
は
頼
朝
（
よ
り
と
も
）

や
実
朝
（
さ
ね
と
も
）
の
夫
人
に
信

仰
さ
れ
、
明
治
後
半
期
出
版
の
「
香

取
郡
誌
」
に
も
、
こ
の
寺
の
本
尊
に

安
産
・
子
育
て
を
祈
願
す
る
者
が
多

い
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

寺
に
よ
る
と
、
今
で
も
こ
の
本
尊

に
信
仰
を
寄
せ
る
人
た
ち
が
多
く
、

毎
年
秋
に
な
る
と
、
利
根
川
沿
岸
の

集
落
に
「
出
開
帳
（
で
が
い
ち
ょ

う
）」
と
い
っ
て
本
尊
が
出
向
く
そ

う
で
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
八

日
市
場
方
面
で
も
「
出
開
帳
」
さ
れ

た
そ
う
で
す
。

わ
が
国
に
仏
教
が
伝
来
し
て
一
四

〇
〇
年
余
り
、
人
び
と
の
祈
り
は
カ

ミ
と
ホ
ト
ケ
が
と
け
あ
っ
て
続
け
ら

れ
て
来
ま
し
た
。
明
治
新
政
府
に
よ

り
、
神
社
と
寺
院
が
分
離
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
４
幅
の
掛
軸
は
そ
う
し

た
も
の
を
も
越
え
て
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

問
八
日
市
場
図
書
館
�
７３
・
３
７
４
６

カ
ミ
と
ホ
ト
ケ

修復された掛け軸を前に、お経をあげる女性たち

ニコチンが血管収縮を引き起こすこと

を覚えていますか？この作用で女性にと

って特に気になる肌の変化が起こりま

す。しわが増えたり頬（ほお）がこけて肌

の色がくすんだりと、肌の老化が早くな

ってスモーカーズフェイスという特有の

顔つきになることが知られています。化

粧でばっちりだから大丈夫？肌は化粧で

隠すことができても、口の中は隠せませ

んよ。

たばこを吸い続けていると歯ぐきは黒

ずみ、歯にはヤニが付着して歯周病の原

因になり、若くして歯が抜けてしまうこ

とになります。ニコッとほほ笑んだ彼女

の歯ぐきが真っ黒で、おまけに歯が抜け

ていたら、百年の恋もさめてしまうので

はないでしょうか。

また、太らないためにたばこを吸って

いるという女性もいます。果たしてたば

こを吸うと痩（や）せられるのでしょう

か？喫煙は味覚を低下させ栄養の吸収を

悪くする作用があるのは確かですが、喫

煙女性でも太っている人が多いのではな

いでしょうか。肥満は食事や運動など生

活習慣によることの影響が大きいので、

セルフコントロールが一番大切なので

す。たばこを吸っても痩せられないこと

を忘れないでください。

病気と治療
あれこれ

知っていますか？
たばこの害（４）

国保匝瑳市民病院
院長 菊地 紀夫

③
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